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論 文 内 容 要 旨          
医用超音波診断装置は，超音波探触子（プローブ）と呼ばれるセンサーデバイスから，生体に対して，1.5 MHzから
20 MHz程度の周波数の超音波を照射し，その反射波（エコー）を利用して生体の断層像や血流情報などの診断情報を




















































テクチャとしてLPUS（Labile Platform for Ultrasound System）を提案する．LPUSは，装置制御部であるCPU Moduleと，
CPU Moduleのコプロセッサとして動作するData Processing Module（DPM）と，外部環境とのインタフェースを担う
Interface FPGAと，Interface FPGAを搭載し，CPU ModuleとDPMをコネクタによりインストール可能とするCarrier Board
から構成される．CPU Module上で動作するソフトウェアから，DPMと Interface FPGAをリコンフィグすることにより，
システムの機能を容易に変更することが可能となる． 











































































































のメモリに取り込むことが不可能であるためである．LPUSでは，Interface FPGAの外部にDigital Beam FormerをFPGA
として配置することで，ある程度のカスタマイズができる可能性があることを示唆した． 
第 8章は結論である． 
以上より，本研究では，変更容易性を指向する医用超音波診断装置の新しいシステムアーキテクチャとして，リコン
フィギャラブル・コンピューティングの手法を用いたアーキテクチャを提案した．さらに，それを実現するプラットフ
ォームとして，LPUS を開発した．また，LPUS を実際に適用し，そのアーキテクチャの有効性について実証すること
ができた． 
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